
 

 

１、はじめに 

前号にて今年は「夏の暑さ」を楽しみたいと申し上げましたが、残暑も含めて暑すぎる夏というの

が実感です。夏の季節だけで判断するなら日本は亜熱帯地域に入ってしまっていると言ってもよ

いのではないでしょうか。そしてこの暑さの基本的な要因は二酸化炭素濃度上昇による温暖化だ

という説明を聞き、一応は納得しています。ただ、地球の気候変化の歴史を見れば氷河期のよう

な大きな変化がこれまで存在していることから、非常に長い時間軸をべースにすれば現在の気候

がいつまでも続くという判断は正しくないと思っています。むしろ人類にとって現在の気候は最高

に素敵な時期ではないでしょうか？ 

 

一方、世界の工作機械の販売地域を見ていきますと気候変動以上に大きな変化が表れてきて

います。中国・インド・東南アジアの急激な台頭、逆に先進国と言われた地域の停滞が明確に表

れている上に通貨為替変動が折り重なってきています。日本もこの荒波の中、進路を探していると

いう状況ですが、今後は大きな波があるという状態が普通であると思わざるを得ないのではないで

しょうか。 

 

 弊社としましてはお客様のニーズに応えられる製品を作り出していくことが生きていく道と信じ、

着実な努力を実行していく所存です。 

 

代表取締役社長 西井幸司 

 

２、JIMTOF出展について 

10月 28日（木）から 11月２日（火） まで東京ビッグサイトで開催されます第 25回日本国際工作機械見

本市「JIMTOF 2010」(ブース№Ｅ３０１８)に下記の２機種を出展致します。 

 

『KH-55』 

既にこの紀和ニュースで何回かご案内しております「ハイブリッドガイド」をこの「KH-55」に搭載して展示

します。非切削時は転がりガイドで高速位置決めを行い、切削時は転がりガイドと滑りガイドを併用して高

い切削能力を実現しました。工作機械が求めていた理想のガイド「ハイブリッドガイド」を是非ご覧下さい。 

『TR- V22R』 

これまでに多くのお客様から好評を頂いてきました「Triple V21i」の長所は生かし、お客様の声を取り入

れてよりグレードアップした「TR-V22R」を開発しました。さらにカスタマーニーズに応えられる「TR-V22R」を

是非ご覧下さい。 
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３、ＩＭＴＳ（世界工作機械見本市：アメリカ シカゴ） 

９月１３日から１８日まで行なわれた IMTS（世界工作機械見本市）に行ってまいりました。４日間、弊社

ディーラーのブースに張付いており他のブースを見ることはできませんでしたので非常に限定的なものであ

りますが、私の印象を報告させて頂きます。 

まず、展示会で実際の機械を見ようという意欲を持っている工場オーナーの来場が見受けられ、機械購

入の意欲を感じることができました。そのようなユーザーから機械に関する質問を受けて気がついたことは、

以下のことでした。 

＊機械のフロアスペースを考えているユーザーの増加です。必要とする機械仕様とフロアスペースの比較

を行なっているユーザーが多く見られました。 

＊機械が故障した時にどれだけ早く修理できるかという事を考えて機械が設計されているかを実物の機械

を見て確認するユーザーの姿です。 

また、機械の価格についてはより厳しくなってきている事も実感しました。情報がただちに流れ、物の流

れが自由になってきている世界の中で、アメリカのユーザーは生きていくためにより厳しい目で機械を選択

してきているという事は明白です。一方、他国のディーラー、ユーザーの訪問は少なくなったという印象も持

ちました。前回の展示会以降の販売急落を経験し、またアメリカの経済指標は改善が見られないという報道

から実際の販売に結びついていくのかと言う不安を持っておりますが、販売増加を目指すメーカー、ディー

ラーの強い意気込みは会場に満ち満ちておりました。この展示会を契機にアメリカマーケットの回復を願わ

ざるを得ません。（西井） 

 

      

４、中国事情 ≪恐怖のムーンケーキ≫ 

中国は中秋節に月餅（ゲッペイ）を贈る習慣がある。この時期に消費される月餅の数は測り知れず、上司に贈

った月餅が廻り回って自分に戻ってきたという笑い話もあるくらいだ。９月中下旬に中国へ行くと、行く先々でお

土産に月餅をもらう羽目になる。２０個入り３０個入りの大きな箱を２箱も３箱も貰うと、重いこと、嵩張ること、半端

じゃない。持ち帰るのも大変だが、帰ってから消滅するのはもっと大変。ダイエッターにとっては恐怖の月餅とい

うしかない。最近は甘さも控え目、餡にも工夫がなされて、入り数も相対的に減ったが、パッケージがだんだん立

派になり、総重量と総体積はやっぱり変わらない。ちなみに中秋節は満月を愛で、丸い月餅を食べ、家族の円

満を祝う、お正月に次ぐ大切な祝日である。 
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